
(57)【要約】

【課題】無線電話機に備えられている機能ボタンを、無

線電話機への充電が可能な充電台側で使用可能にする。

【解決手段】無線電話機２は、充電台１に載置されると

、自身のメモリ２２に登録されている、自身の複数の機

能ボタンにそれぞれ割り付けられた機能を表す複数の機

能データと、自身の機能ボタンのデータとを充電台に送

信し、充電台は、無線電話機２側から送信されたデータ

を受信すると、自身の機能ボタン１７Ａを、受信した機

能ボタンデータで示される無線電話機２の機能ボタンに

対応させ、かつ機能ボタン１７Ａに対応したＬＣＤ領域

に、受信した機能データを表示する一方、機能ボタン１

７Ａが操作されるとこの機能ボタン１７Ａに対応した無

線電話機２の機能ボタンデータを操作データとして無線

電話機２に送信し無線電話機２にこの操作データに応じ

た動作を行わせる。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 無 線 端 末 装 置 と 、 前 記 無 線 端 末 装 置 と の 接 続 手 段 を 有 し 前 記 無 線 端 末 装 置 へ の 充 電 が 可
能 な 充 電 台 と か ら な り 、
　 前 記 無 線 端 末 装 置 は 、 第 １ の 機 能 ボ タ ン と 、 前 記 第 １ の 機 能 ボ タ ン に 割 り 付 け ら れ た 機
能 デ ー タ が 記 憶 さ れ た メ モ リ と 、 前 記 充 電 台 に 接 続 さ れ る と 、 前 記 機 能 デ ー タ を 充 電 台 に
送 信 す る 送 信 手 段 と を 有 し 、
　 前 記 充 電 台 は 、 第 ２ の 機 能 ボ タ ン と 、 前 記 送 信 手 段 に よ り 送 信 さ れ た 機 能 デ ー タ に 基 づ
い て 前 記 無 線 端 末 装 置 の 第 １ の 機 能 ボ タ ン と 前 記 第 ２ の 機 能 ボ タ ン と を 対 応 さ せ る 機 能 ボ
タ ン 対 応 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 無 線 端 末 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 前 記 送 信 手 段 は 、 前 記 第 １ の 機 能 ボ タ ン に 対 し て 予 め 付 与 さ れ て い る デ ー タ コ ー ド を 表
す ボ タ ン デ ー タ を 、 前 記 機 能 デ ー タ と と も に 送 信 し 、
　 前 記 充 電 台 は 、 前 記 第 ２ の 機 能 ボ タ ン が 操 作 さ れ る と こ の 操 作 さ れ た 第 ２ の 機 能 ボ タ ン
に 対 応 す る 前 記 第 １ の 機 能 ボ タ ン の ボ タ ン デ ー タ を 操 作 デ ー タ と し て 前 記 無 線 端 末 装 置 に
送 信 し こ の 操 作 デ ー タ に 応 じ た 動 作 を 行 わ せ る 制 御 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 無 線 端
末 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 前 記 送 信 手 段 は 、 前 記 機 能 デ ー タ を 前 記 接 続 手 段 を 介 し て 前 記 充 電 台 に 送 信 す る こ と を
特 徴 と す る 無 線 端 末 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ に お い て 、
　 前 記 送 信 手 段 は 、 前 記 ボ タ ン デ ー タ に 対 応 し た 前 記 第 １ の 機 能 ボ タ ン に 関 連 づ け て 前 記
メ モ リ に 登 録 さ れ て い る 前 記 機 能 デ ー タ を 前 記 ボ タ ン デ ー タ と 対 に 前 記 充 電 台 に 送 信 し 、
　 前 記 充 電 台 は 、 表 示 手 段 と 、 前 記 送 信 手 段 か ら の 前 記 機 能 デ ー タ を 受 信 す る と 、 こ の 受
信 デ ー タ を 前 記 第 ２ の 機 能 ボ タ ン に 関 連 づ け て 前 記 表 示 手 段 に 表 示 す る 表 示 制 御 手 段 と を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 無 線 端 末 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に お い て 、
　 前 記 無 線 端 末 装 置 は 、 ボ タ ン 電 話 装 置 の 主 装 置 に 子 機 と し て 接 続 さ れ 、 か つ 前 記 無 線 端
末 装 置 の メ モ リ に は 、 前 記 第 １ の 機 能 ボ タ ン の 機 能 名 称 を 表 す デ ー タ が 前 記 機 能 デ ー タ と
し て 登 録 さ れ る と と も に 、 こ の 機 能 デ ー タ に 対 応 し て 電 話 番 号 が 登 録 さ れ 、
　 前 記 無 線 端 末 装 置 は 、 前 記 充 電 台 か ら の 第 ２ の 機 能 ボ タ ン の 操 作 に 基 づ く 操 作 デ ー タ を
受 信 す る と 、 前 記 メ モ リ の 中 か ら こ の 操 作 デ ー タ に 応 じ た 電 話 番 号 を 読 み 出 し て 前 記 主 装
置 に 送 信 し 前 記 主 装 置 か ら こ の 電 話 番 号 を 発 信 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 無 線 端 末 シ ス テ ム
。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 １ の 機 能 ボ タ ン を 有 す る 無 線 端 末 装 置 と の 接 続 手 段 を 有 し 、 前 記 無 線 端 末 装 置 へ の 充
電 が 可 能 な 充 電 台 に お い て 、
　 自 身 に 接 続 さ れ た 前 記 無 線 端 末 装 置 か ら 送 信 さ れ る 前 記 第 １ の 機 能 ボ タ ン に 割 り 付 け ら
れ た 機 能 デ ー タ を 受 信 す る 受 信 手 段 と 、 第 ２ の 機 能 ボ タ ン と 、 前 記 受 信 手 段 に よ り 受 信 さ
れ た 機 能 デ ー タ に 基 づ い て 前 記 無 線 端 末 装 置 の 第 １ の 機 能 ボ タ ン と 前 記 第 ２ の 機 能 ボ タ ン
と を 対 応 さ せ る 機 能 ボ タ ン 対 応 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 充 電 台 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に お い て 、
　 前 記 受 信 手 段 は 、 前 記 無 線 端 末 装 置 か ら 送 信 さ れ る 前 記 第 １ の 機 能 ボ タ ン に 対 し て 予 め
付 与 さ れ て い る デ ー タ コ ー ド を 表 す ボ タ ン デ ー タ を 、 前 記 機 能 デ ー タ と と も に 受 信 し 、
　 前 記 第 ２ の 機 能 ボ タ ン が 操 作 さ れ る と こ の 操 作 さ れ た 第 ２ の 機 能 ボ タ ン に 対 応 す る 前 記
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第 １ の 機 能 ボ タ ン の ボ タ ン デ ー タ を 操 作 デ ー タ と し て 前 記 無 線 端 末 装 置 に 送 信 し こ の 操 作
デ ー タ に 応 じ た 動 作 を 行 わ せ る 制 御 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 充 電 台 。
                                                                                
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 無 線 回 線 を 介 し て 通 話 が 可 能 な 無 線 端 末 シ ス テ ム 及 び 充 電 台 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の 無 線 端 末 シ ス テ ム の 一 種 で あ る 無 線 電 話 シ ス テ ム に 関 連 す る 装 置 と し て 、 特 開
２ ０ ０ ３ － ３ １ ９ ０ ６ ５ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る 装 置 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 装 置 は 、 携 帯 電 話 へ の 充 電 が 可 能 な 充 電 装 置 と 、 携 帯 電 話 を 連 結 す る こ と で 卓 上 電
話 機 の よ う に 操 作 し 、 通 話 す る こ と が で き る 携 帯 電 話 通 話 操 作 装 置 と か ら 構 成 さ れ て い る
。 そ し て 、 携 帯 電 話 を 連 結 端 子 に 接 続 し 、 携 帯 電 話 保 持 部 に 取 り 付 け る こ と に よ り 、 携 帯
電 話 の ダ イ ヤ ル ボ タ ン の 機 能 と 、 ス ピ ー カ 、 マ イ ク の 機 能 と を そ れ ぞ れ 、 携 帯 電 話 通 話 操
作 装 置 の 操 作 ボ タ ン と 送 受 話 器 と に 移 管 し 、 携 帯 電 話 通 話 操 作 装 置 側 で 操 作 ボ タ ン を 操 作
す る こ と に よ り ダ イ ヤ ル 発 信 し 通 話 が 可 能 に な る も の で あ る 。 ま た 、 携 帯 電 話 を 連 結 端 子
に 接 続 し て お く だ け で 、 充 電 装 置 が 働 き 携 帯 電 話 の バ ッ テ リ ー へ の 充 電 を 可 能 に す る も の
で あ る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ １ ９ ０ ６ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 従 来 の 装 置 は 、 携 帯 電 話 の ダ イ ヤ ル ボ タ ン に 対 応 し て 携 帯 電 話 通 話 操 作 装 置
側 に 設 け ら れ て い る 操 作 ボ タ ン を 使 用 す る こ と に よ り ダ イ ヤ ル 発 信 し 通 話 を 行 う こ と が 可
能 に な る も の で あ る が 、 携 帯 電 話 に 備 え ら れ て い る 前 記 の ダ イ ヤ ル ボ タ ン 以 外 の 機 能 ボ タ
ン に つ い て は 携 帯 電 話 通 話 操 作 装 置 側 で 使 用 す る こ と が で き ず 、 使 い 勝 手 が 悪 い と い う 課
題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 携 帯 端 末 に 備 え ら れ て い る 機 能 ボ タ ン を 、 携 帯 端 末 へ の 充 電 が
可 能 な 装 置 側 で 使 用 可 能 に す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 請 求 項 １ の 発 明 は 、 無 線 端 末 （ 携 帯 端 末 ） と 、 無 線 端
末 と の 接 続 手 段 を 有 し 無 線 端 末 へ の 充 電 が 可 能 な 充 電 台 と か ら な る シ ス テ ム で あ っ て 、 無
線 端 末 は 、 第 １ の 機 能 ボ タ ン と 、 第 １ の 機 能 ボ タ ン に 割 り 付 け ら れ た 機 能 デ ー タ が 記 憶 さ
れ た メ モ リ と 、 充 電 台 に 接 続 さ れ る と 、 機 能 デ ー タ を 充 電 台 に 送 信 す る 送 信 手 段 と を 有 し
、 充 電 台 は 、 第 ２ の 機 能 ボ タ ン と 、 送 信 手 段 に よ り 送 信 さ れ た 機 能 デ ー タ に 基 づ い て 無 線
端 末 の 第 １ の 機 能 ボ タ ン と 第 ２ の 機 能 ボ タ ン と を 対 応 さ せ る 機 能 ボ タ ン 対 応 手 段 と を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に お い て 、 送 信 手 段 は 、 第 １ の 機 能 ボ タ ン に 対 し て
予 め 付 与 さ れ て い る デ ー タ コ ー ド を 表 す ボ タ ン デ ー タ を 、 機 能 デ ー タ と と も に 送 信 し 、 充
電 台 は 、 第 ２ の 機 能 ボ タ ン が 操 作 さ れ る と こ の 操 作 さ れ た 第 ２ の 機 能 ボ タ ン に 対 応 す る 第
１ の 機 能 ボ タ ン の ボ タ ン デ ー タ を 操 作 デ ー タ と し て 無 線 端 末 に 送 信 し こ の 操 作 デ ー タ に 応
じ た 動 作 を 行 わ せ る 制 御 手 段 を 有 す る も の で あ る 。
　 ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に お い て 、 送 信 手 段 は 、 機 能 デ ー タ を 接 続 手 段 を 介
し て 充 電 台 に 送 信 す る も の で あ る 。
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　 ま た 、 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に お い て 、 送 信 手 段 は 、 ボ タ ン デ ー タ に 対 応 し た 第
１ の 機 能 ボ タ ン に 関 連 づ け て メ モ リ に 登 録 さ れ て い る 機 能 デ ー タ を ボ タ ン デ ー タ と 対 に 充
電 台 に 送 信 し 、 充 電 台 は 、 表 示 手 段 と 、 送 信 手 段 か ら の 機 能 デ ー タ を 受 信 す る と 、 こ の 受
信 デ ー タ を 第 ２ の 機 能 ボ タ ン に 関 連 づ け て 表 示 手 段 に 表 示 す る 表 示 制 御 手 段 と を 有 す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 ４ に お い て 、 無 線 端 末 は 、 ボ タ ン 電 話 装 置 の 主 装 置 に
子 機 と し て 接 続 さ れ 、 か つ 無 線 端 末 の メ モ リ に は 、 第 １ の 機 能 ボ タ ン の 機 能 名 称 を 表 す デ
ー タ が 機 能 デ ー タ と し て 登 録 さ れ る と と も に 、 こ の 機 能 デ ー タ に 対 応 し て 電 話 番 号 が 登 録
さ れ 、 無 線 端 末 は 、 充 電 台 か ら の 第 ２ の 機 能 ボ タ ン の 操 作 に 基 づ く 操 作 デ ー タ を 受 信 す る
と 、 メ モ リ の 中 か ら こ の 操 作 デ ー タ に 応 じ た 電 話 番 号 を 読 み 出 し て 主 装 置 に 送 信 し 主 装 置
か ら こ の 電 話 番 号 を 発 信 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ の 発 明 は 、 第 １ の 機 能 ボ タ ン を 有 す る 無 線 端 末 装 置 と の 接 続 手 段 を 有 し
、 無 線 端 末 装 置 へ の 充 電 が 可 能 な 充 電 台 で あ っ て 、 自 身 に 接 続 さ れ た 無 線 端 末 装 置 か ら 送
信 さ れ る 第 １ の 機 能 ボ タ ン に 割 り 付 け ら れ た 機 能 デ ー タ を 受 信 す る 受 信 手 段 と 、 第 ２ の 機
能 ボ タ ン と 、 受 信 手 段 に よ り 受 信 さ れ た 機 能 デ ー タ に 基 づ い て 無 線 端 末 装 置 の 第 １ の 機 能
ボ タ ン と 自 身 の 第 ２ の 機 能 ボ タ ン と を 対 応 さ せ る 機 能 ボ タ ン 対 応 手 段 と を 有 す る も の で あ
る 。
　 ま た 、 請 求 項 ７ の 発 明 は 、 請 求 項 ６ に お い て 、 受 信 手 段 は 、 無 線 端 末 装 置 か ら 送 信 さ れ
る 第 １ の 機 能 ボ タ ン に 対 し て 予 め 付 与 さ れ て い る デ ー タ コ ー ド を 表 す ボ タ ン デ ー タ を 、 前
記 機 能 デ ー タ と と も に 受 信 し 、 第 ２ の 機 能 ボ タ ン が 操 作 さ れ る と こ の 操 作 さ れ た 第 ２ の 機
能 ボ タ ン に 対 応 す る 第 １ の 機 能 ボ タ ン の ボ タ ン デ ー タ を 操 作 デ ー タ と し て 無 線 端 末 装 置 に
送 信 し こ の 操 作 デ ー タ に 応 じ た 動 作 を 行 わ せ る 制 御 手 段 を 有 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 無 線 端 末 は 、 充 電 台 に 載 置 さ れ る と 、 自 身 に 設 け ら れ て い る 第 １ の 機
能 ボ タ ン に 割 り 付 け ら れ た 機 能 デ ー タ を 充 電 台 に 送 信 し 、 充 電 台 は 、 無 線 端 末 側 か ら 送 信
さ れ た 機 能 デ ー タ を 受 信 す る と 、 こ の 受 信 デ ー タ に 基 づ い て 、 自 身 に 設 け ら れ て い る 第 ２
の 機 能 ボ タ ン を 無 線 端 末 の 第 １ の 機 能 ボ タ ン に 対 応 さ せ る よ う に し た の で 、 無 線 端 末 に 備
え ら れ て い る 機 能 ボ タ ン を 、 そ の 無 線 端 末 へ の 充 電 が 可 能 な 充 電 台 側 で 使 用 す る こ と が で
き 、 利 用 者 の 使 い 勝 手 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 場 合 、 充 電 台 の 第 ２ の 機 能 ボ タ ン を 、 無 線 端 末 に 通 常 備 え ら れ て い る オ ー ト ダ イ ヤ
ル 発 信 を 行 う た め の オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン （ 第 １ の 機 能 ボ タ ン ） に 対 応 さ せ 、 か つ そ の オ
ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン に 割 り 付 け ら れ た 、 オ ー ト ＃ １ ， オ ー ト ＃ ２ ， ・ ・ ・ と い っ た そ の オ
ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン の 名 称 を 第 ２ の 機 能 ボ タ ン に 対 応 し た Ｌ Ｃ Ｄ 領 域 に 表 示 さ せ る こ と に
よ り 、 充 電 台 側 か ら 無 線 端 末 の メ モ リ に 登 録 さ れ て い る オ ー ト ダ イ ヤ ル 番 号 を ア ク セ ス し
て 発 信 さ せ る こ と が で き る 。
　 こ こ で 、 主 装 置 側 の メ モ リ に そ の 無 線 端 末 で 使 用 さ れ る オ ー ト ダ イ ヤ ル 番 号 が 登 録 さ れ
て い る 場 合 も 、 充 電 台 側 か ら そ の オ ー ト ダ イ ヤ ル 番 号 を 発 信 す る 操 作 を 行 う こ と が で き 、
そ の 操 作 デ ー タ が 無 線 端 末 か ら 主 装 置 側 へ 送 信 さ れ る こ と に よ り 主 装 置 の メ モ リ か ら 該 当
の オ ー ト ダ イ ヤ ル 番 号 を 読 み 出 さ せ て 発 信 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 充 電 台 の 第 ２ の 機 能 ボ タ ン を 、 無 線 端 末 に 通 常 備 え ら れ て い る 外 線 を 選 択 す る
た め の 外 線 ボ タ ン （ 第 １ の 機 能 ボ タ ン ） に 対 応 さ せ 、 か つ そ の 外 線 ボ タ ン に 割 り 付 け ら れ
た 、 外 線 ＃ １ ， 外 線 ＃ ２ ， ・ ・ ・ と い っ た 外 線 ボ タ ン の 名 称 を 第 ２ の 機 能 ボ タ ン に 対 応 し
た Ｌ Ｃ Ｄ 領 域 に 表 示 さ せ る こ と に よ り 、 充 電 台 側 か ら 外 線 の 選 択 操 作 を 行 う こ と が で き 、
そ の 操 作 デ ー タ が 無 線 端 末 か ら 主 装 置 側 へ 送 信 さ れ る こ と に よ り 主 装 置 に 該 当 外 線 を 選 択
さ せ る こ と が で き る 。
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　 な お 、 充 電 台 の 第 ２ の 機 能 ボ タ ン を 一 般 の 携 帯 電 話 に 通 常 備 え ら れ て い る 電 話 帳 の 発 信
を 行 う た め の 第 １ の 機 能 ボ タ ン に 対 応 さ せ 、 第 １ の 機 能 ボ タ ン に 割 り 付 け ら れ た 発 信 相 手
先 名 を 第 ２ の 機 能 ボ タ ン に 対 応 し た 充 電 台 の Ｌ Ｃ Ｄ 領 域 に 表 示 さ せ る こ と に よ り 、 充 電 台
側 か ら 携 帯 電 話 に 対 し 電 話 帳 を ア ク セ ス さ せ 基 地 局 側 へ 発 信 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 充 電 台 は 、 自 身 に 接 続 さ れ た 無 線 端 末 か ら 送 信 さ れ る 第 １ の 機 能 ボ タ
ン に 割 り 付 け ら れ た 機 能 デ ー タ を 受 信 す る と 、 受 信 し た 機 能 デ ー タ に 基 づ い て 無 線 端 末 の
第 １ の 機 能 ボ タ ン と 自 身 の 第 ２ の 機 能 ボ タ ン と を 対 応 さ せ る よ う に し た の で 、 充 電 台 側 で
は 無 線 端 末 に 備 え ら れ て い る 機 能 ボ タ ン を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 無 線 端 末 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ の 無 線 端 末
シ ス テ ム は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 充 電 台 １ と 、 こ の 充 電 台 １ に よ り 充 電 さ れ る 携 帯 電 話 で
あ る 無 線 電 話 機 ２ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 充 電 台 １ は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 Ａ Ｃ １ ０ ０ Ｖ 電 源 を 入 力 し て 充 電 台 各 部 に 電 源
電 圧 Ｖ を 供 給 す る 電 源 部 １ １ と 、 電 源 部 １ １ か ら の 電 源 を 無 線 電 話 機 ２ に 給 電 し て 充 電 さ
せ る 給 電 部 １ ２ と 、 制 御 部 １ ３ と 、 無 線 電 話 機 ２ と デ ー タ 伝 送 を 行 う た め の 電 話 機 Ｉ ／ Ｆ
部 １ ４ と 、 記 憶 部 １ ５ と 、 表 示 器 で あ る Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ 及 び Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ Ｂ か ら な る 表 示 部 １
６ と 、 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ と テ ン キ ー （ ダ イ ヤ ル ボ タ ン ） １ ７ Ｂ と か ら な る 操 作 部 １ ７ と を
備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 無 線 電 話 機 ２ は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 制 御 部 ２ １ と 、 メ モ リ ２ ２ と 、 表 示
部 ２ ３ と 、 操 作 部 ２ ４ と 、 無 線 部 ２ ５ と 、 ア ン テ ナ ２ ６ と 、 通 話 部 ２ ７ と 、 マ イ ク ２ ８ と
、 ス ピ ー カ ２ ９ と 、 充 電 台 １ と デ ー タ 伝 送 を 行 う た め の 通 信 Ｉ ／ Ｆ 部 ３ ０ と 、 無 線 電 話 機
２ の 各 部 に 電 源 電 圧 Ｖ ’ を 供 給 す る 電 池 ３ １ と 、 充 電 台 １ か ら 給 電 電 流 を 電 池 ３ １ に 供 給
し て 充 電 す る 充 電 Ｉ ／ Ｆ 部 ３ ２ と か ら な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う な 無 線 電 話 機 ２ と し て 、 図 ２ （ ａ ） の よ う に 、 複 数 の 外 線 を 収 容 す る ボ タ ン 電
話 装 置 の 主 装 置 ４ に 子 機 と し て 無 線 接 続 が 可 能 な 無 線 電 話 機 ２ Ａ と 、 図 ２ （ ｂ ） の よ う に
、 無 線 基 地 局 ５ に 無 線 接 続 が 可 能 な 無 線 電 話 機 ２ Ｂ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で 、 ボ タ ン 電 話 装 置 の 主 装 置 ４ に 無 線 接 続 が 可 能 な 無 線 電 話 機 ２ Ａ の 場 合 に は 、 操
作 部 ２ ４ と し て 、 ダ イ ヤ ル ボ タ ン の 他 に 、 オ ー ト ダ イ ヤ ル 発 信 や リ ダ イ ヤ ル 発 信 を そ れ ぞ
れ 可 能 に す る オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン や リ ダ イ ヤ ル ボ タ ン 、 主 装 置 ４ に 収 容 さ れ て い る 外 線
を 選 択 す る た め の 外 線 ボ タ ン な ど の 各 種 機 能 ボ タ ン が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 オ ー ト ダ
イ ヤ ル ボ タ ン が 操 作 さ れ る と 、 無 線 電 話 機 ２ Ａ の 制 御 部 ２ １ は メ モ リ ２ ２ に 登 録 さ れ て い
る そ の オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン に 対 応 す る ダ イ ヤ ル 番 号 （ 相 手 電 話 番 号 ） を 読 み 出 し て 無 線
部 ２ ５ へ 送 信 し 、 さ ら に 無 線 部 か ら ア ン テ ナ ２ ６ を 介 し て 主 装 置 ４ 側 へ 送 信 さ せ る こ と に
よ り 、 主 装 置 ４ か ら 外 線 を 介 し た オ ー ト ダ イ ヤ ル の 発 信 が 行 わ れ る 。 ま た 、 リ ダ イ ヤ ル ボ
タ ン が 操 作 さ れ る と 、 制 御 部 ２ １ は メ モ リ ２ ２ の リ ダ イ ヤ ル 領 域 に 記 憶 さ れ て い る リ ダ イ
ヤ ル 番 号 （ 相 手 電 話 番 号 ） を 読 み 出 し て 主 装 置 ４ 側 へ 送 信 す る こ と に よ り 主 装 置 ４ か ら 外
線 を 介 し て リ ダ イ ヤ ル 発 信 が 行 わ れ る 。 さ ら に 、 外 線 ボ タ ン が 操 作 さ れ る と 、 制 御 部 ２ １
は こ の 操 作 情 報 を 主 装 置 ４ 側 へ 送 信 し 、 主 装 置 ４ は こ の 操 作 情 報 に 応 じ た 外 線 を 捕 捉 す る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 無 線 基 地 局 ５ に 無 線 接 続 が 可 能 な 一 般 の 携 帯 電 話 の よ う な 無 線 電 話 機 ２ Ｂ は 、 操
作 部 ２ ４ と し て 、 ダ イ ヤ ル ボ タ ン の 他 に 、 メ モ リ ２ ２ 内 の 電 話 帳 の 中 か ら 発 信 相 手 先 を 選
択 す る た め の 機 能 ボ タ ン が 設 け ら れ て い る 。 電 話 帳 に は 、 こ う し た 各 機 能 ボ タ ン に 対 応 し
て 、 発 信 相 手 先 名 と そ の 電 話 番 号 が 対 に 登 録 さ れ 、 機 能 ボ タ ン が 操 作 さ れ る と 、 無 線 電 話
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機 ２ Ｂ の 制 御 部 ２ １ は 、 電 話 帳 か ら 対 応 す る 電 話 番 号 を 読 み 出 し て 無 線 部 ２ ５ へ 送 信 し 、
さ ら に 無 線 部 ２ ５ か ら ア ン テ ナ ２ ６ を 介 し た 発 信 を 行 わ せ る こ と に よ り 、 無 線 基 地 局 ５ 及
び 無 線 交 換 網 ６ を 経 由 し た 相 手 へ の 呼 び 出 し が 行 わ れ 、 相 手 の 応 答 に よ り 通 話 が 可 能 に な
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う な 無 線 電 話 機 ２ は 、 各 機 能 ボ タ ン に 割 り 付 け ら れ た 機 能 を 表 す デ ー タ （ 無 線 電
話 機 ２ Ａ の 場 合 は 、 後 述 す る オ ー ト ＃ １ ， オ ー ト ＃ ２ ， リ ダ イ ヤ ル ， 外 線 ＃ １ ， ＃ ２ と い
っ た ボ タ ン 名 （ ボ タ ン の 名 称 ） 、 無 線 電 話 機 ２ Ｂ の 場 合 は 、 発 信 相 手 先 名 ） が メ モ リ ２ ２
に 登 録 さ れ る と と も に 、 そ れ ぞ れ の 機 能 ボ タ ン に 対 応 す る よ う に 表 示 部 ２ ３ の Ｌ Ｃ Ｄ の 各
領 域 に 表 示 さ れ る 。 そ し て 、 無 線 電 話 機 ２ が 充 電 台 １ に 載 置 さ れ る と 、 制 御 部 ２ １ は メ モ
リ ２ ２ か ら こ う し た 機 能 デ ー タ を 読 み 出 し て 充 電 台 １ へ 送 信 し 、 充 電 台 １ の そ れ ぞ れ の 機
能 ボ タ ン １ ７ Ａ に 対 応 す る よ う に Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ の 各 領 域 に 表 示 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 無 線 端 末 シ ス テ ム の 動 作 を 図 ５ の シ ー ケ ン ス に 基 づ い て 説 明 す
る 。 無 線 電 話 機 ２ が 充 電 台 １ に 載 置 さ れ る と （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 、 充 電 台 １ の 給 電 部 １ ２ と
無 線 電 話 機 ２ の 充 電 Ｉ ／ Ｆ 部 ３ ２ と が 接 続 さ れ て 、 給 電 部 １ ２ か ら 充 電 Ｉ ／ Ｆ 部 ３ ２ を 介
し て 電 池 ３ １ に 電 流 が 供 給 さ れ 、 こ の 電 流 に よ り 電 池 ３ １ の 充 電 が 行 わ れ る 。 ま た 、 こ の
と き 、 充 電 台 １ の 電 話 機 Ｉ ／ Ｆ 部 １ ４ と 無 線 電 話 機 ２ の 通 信 Ｉ ／ Ｆ 部 ３ ０ と が 同 様 に 接 続
さ れ 、 こ の 通 信 Ｉ ／ Ｆ 部 ３ ０ を 介 し 自 身 が 充 電 台 １ に 載 置 さ れ た こ と を 検 出 し た 無 線 電 話
機 ２ の 制 御 部 ２ １ は 、 メ モ リ ２ ２ に 登 録 さ れ て い る 、 操 作 部 ２ ４ の 複 数 の 機 能 ボ タ ン に そ
れ ぞ れ 割 り 付 け ら れ た 機 能 を 表 す 機 能 デ ー タ を 読 み 出 し 、 読 み 出 し た 各 機 能 デ ー タ と 、 こ
れ ら 複 数 の 機 能 ボ タ ン に 予 め そ れ ぞ れ 付 与 さ れ て い る デ ー タ コ ー ド を 示 す 各 ボ タ ン デ ー タ
と を ボ タ ン 情 報 と し て 通 信 Ｉ ／ Ｆ ３ ０ を 介 し 充 電 台 １ に 送 信 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 充 電 台 １ の 制 御 部 １ ３ は 、 無 線 電 話 機 ２ 側 か ら の ボ タ ン 情 報 を 、 電 話 機 Ｉ ／ Ｆ 部 １ ４ を
介 し て 受 信 す る と 、 受 信 し た 各 ボ タ ン デ ー タ で 示 さ れ る 無 線 電 話 機 ２ の 各 機 能 ボ タ ン を 、
自 身 の 複 数 の 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ の そ れ ぞ れ に 対 応 さ せ 、 か つ こ の 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ に 対 応
し て 設 け ら れ て い る Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ の 領 域 に 、 対 応 の 機 能 デ ー タ を 表 示 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３
） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で 、 充 電 台 １ の い ず れ か の 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ が 操 作 さ れ る と （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 、 充
電 台 １ の 制 御 部 は 操 作 さ れ た 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ を 検 出 し て そ の 操 作 情 報 を 通 信 Ｉ ／ Ｆ 部 ３
０ を 介 し 無 線 電 話 機 ２ 側 に 送 信 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ） 。 無 線 電 話 機 ２ の 制 御 部 ２ １ は そ の
操 作 情 報 を 電 話 機 Ｉ ／ Ｆ 部 １ ４ を 介 し て 受 信 す る と 、 受 信 し た 操 作 情 報 に 応 じ た 制 御 動 作
を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ は 、 充 電 台 １ に 設 け ら れ た 機 能 ボ タ ン と 、 そ の 機 能 ボ タ ン に 割 り 付 け ら れ
た 機 能 デ ー タ の 表 示 状 況 を 示 す 図 で あ る 。 図 ３ 及 び 図 ４ に 基 づ い て こ の 無 線 電 話 シ ス テ ム
の 動 作 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ボ タ ン 電 話 装 置 の 主 装 置 ４ に 接 続 可 能 な 無 線 電 話 機 ２ Ａ の メ モ リ ２ ２ に は 、 自 身 に 設 け
ら れ た 複 数 の 機 能 ボ タ ン 、 即 ち 複 数 の オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン に 対 応 し て 、 そ の ボ タ ン に 割
り 付 け ら れ た 機 能 を 表 す デ ー タ で あ る 、 オ ー ト ＃ １ ， オ ー ト ＃ ２ ， ・ ・ ・ と い っ た オ ー ト
ダ イ ヤ ル ボ タ ン 名 （ ボ タ ン 名 称 ） と オ ー ト ダ イ ヤ ル 番 号 （ 相 手 電 話 番 号 ） が 対 に 登 録 さ れ
て い る 。 ま た 、 無 線 電 話 機 ２ Ａ の メ モ リ ２ ２ に は 、 リ ダ イ ヤ ル ボ タ ン に 対 応 し て 、 そ の ボ
タ ン に 割 り 付 け ら れ た 機 能 を 表 す デ ー タ で あ る リ ダ イ ヤ ル と い う 名 称 が 登 録 さ れ て い る 。
さ ら に 、 こ の 無 線 電 話 機 ２ Ａ の メ モ リ ２ ２ に は 、 各 外 線 ボ タ ン に 対 応 し て 、 そ の ボ タ ン に
割 り 付 け ら れ た 機 能 を 表 す デ ー タ で あ る 、 外 線 ＃ １ ， ＃ ２ ， ・ ・ ・ と い っ た 外 線 ボ タ ン 名
（ ボ タ ン 名 称 ） が 登 録 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 こ こ で 、 そ の 無 線 電 話 機 ２ Ａ が 図 ３ の よ う に 充 電 台 １ に 載 置 さ れ る と 、 前 述 し た よ う に
充 電 台 １ か ら 無 線 電 話 機 ２ Ａ へ の 充 電 が 行 わ れ る と と も に 、 こ の と き 無 線 電 話 機 ２ Ａ の 制
御 部 ２ １ は 、 各 オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン に そ れ ぞ れ 対 応 し て 割 り 付 け ら れ メ モ リ ２ ２ に 登 録
さ れ て い る 、 オ ー ト ＃ １ ， オ ー ト ＃ ２ ， ・ ・ ・ と い っ た オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン 名 と 、 こ の
オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン 名 に 対 応 し て メ モ リ に 登 録 さ れ て い る オ ー ト ダ イ ヤ ル 番 号 を 読 み 出
し て 、 こ れ ら を 、 オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン の デ ー タ （ オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン に 対 し て 予 め 付
与 さ れ た デ ー タ コ ー ド を 示 す ボ タ ン デ ー タ ） と 対 に し て 、 充 電 台 １ に 送 信 す る 。 充 電 台 １
の 制 御 部 １ ３ は 無 線 電 話 機 ２ Ａ 側 か ら 送 信 さ れ る 、 オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン 名 と オ ー ト ダ イ
ヤ ル 番 号 と オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン デ ー タ と を 受 信 す る と 、 記 憶 部 １ ５ に 記 憶 し 、 か つ 充 電
台 １ の 各 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ を 、 受 信 し た オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン デ ー タ で 示 さ れ る 無 線 電 話
機 ２ Ａ の 各 ボ タ ン に 対 応 さ せ る と と も に 、 こ の 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ に 対 応 す る Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ
の 領 域 に 、 対 応 の オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン 名 を 表 示 す る 。 こ の よ う に し て 、 Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ の
領 域 に は 各 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ に 対 応 し て 、 オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン 名 が 例 え ば 図 ３ に 示 さ れ
る 、 オ ー ト ＃ １ ， オ ー ト ＃ ２ ， ・ ・ ・ の よ う に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 、 充 電 台 １ の い ず れ か の 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ が 操 作 さ れ る と 、 充 電 台 １ の 制 御 部 １
３ は 操 作 さ れ た 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ に 対 応 し た オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン の デ ー タ （ 無 線 電 話 機
２ Ａ 側 か ら 受 信 し 記 憶 部 １ ５ に 記 憶 さ れ て い る オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン デ ー タ ） を 記 憶 部 １
５ か ら 読 み 出 し て 無 線 電 話 機 ２ Ａ へ 送 信 す る 。 無 線 電 話 機 ２ Ａ の 制 御 部 ２ １ は こ の オ ー ト
ダ イ ヤ ル ボ タ ン デ ー タ を 受 信 す る と 、 自 身 の 該 当 オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン が 操 作 さ れ た と き
と 同 様 の 動 作 を 行 う 。 す な わ ち 、 無 線 電 話 機 ２ Ａ の 制 御 部 ２ １ は 、 自 身 の メ モ リ ２ ２ か ら
こ の 受 信 し た オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン デ ー タ に 対 応 す る オ ー ト ダ イ ヤ ル 番 号 を 読 み 出 す 。 そ
し て 、 無 線 電 話 機 ２ Ａ が 充 電 台 １ か ら 取 り 上 げ ら れ オ フ フ ッ ク 操 作 が 行 わ れ る と 、 制 御 部
２ １ は こ れ を 検 出 し て 、 メ モ リ ２ ２ か ら 読 み 出 し た オ ー ト ダ イ ヤ ル 番 号 を 無 線 部 ２ ５ 及 び
ア ン テ ナ ２ ６ を 介 し て 主 装 置 ４ 側 へ 送 信 す る 。 こ れ に よ り 、 主 装 置 ４ か ら 外 線 を 介 し た オ
ー ト ダ イ ヤ ル 発 信 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 無 線 電 話 機 ２ Ａ の メ モ リ ２ ２ に オ ー ト ダ イ ヤ ル 番 号 が 登 録 さ れ ず に 主 装 置 ４ 側 の
図 示 し な い メ モ リ に こ の 無 線 電 話 機 ２ Ａ で 使 用 さ れ る オ ー ト ダ イ ヤ ル 番 号 が 登 録 さ れ て い
る 場 合 は 、 無 線 電 話 機 ２ Ａ か ら オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン 名 及 び 対 応 す る オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ
ン デ ー タ が 充 電 台 １ に 送 信 さ れ る 。 そ し て 、 そ の オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン 名 が 同 様 に 充 電 台
１ の 各 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ に 対 応 し て Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ 上 に 表 示 さ れ 、 充 電 台 １ の い ず れ か の 機
能 ボ タ ン １ ７ Ａ が 操 作 さ れ る と 、 対 応 の オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン デ ー タ が 無 線 電 話 機 ２ Ａ 側
へ 送 信 さ れ る 。 そ し て 、 さ ら に こ の オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン デ ー タ が 無 線 電 話 機 ２ Ａ か ら 主
装 置 ４ 側 へ 送 信 さ れ て 、 主 装 置 ４ に お い て 、 こ の オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン デ ー タ に 対 応 す る
オ ー ト ダ イ ヤ ル 番 号 が 主 装 置 ４ の メ モ リ か ら 読 み 出 さ れ て 外 線 を 介 し て 発 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 こ の 無 線 電 話 機 ２ Ａ は 、 前 述 し た よ う に 外 線 を 選 択 す る た め の 外 線 ボ タ ン を 有 し
て お り 、 充 電 台 １ に 載 置 さ れ る と 、 各 外 線 ボ タ ン に そ れ ぞ れ 割 り 付 け ら れ て メ モ リ ２ ２ に
登 録 さ れ て い る 、 外 線 ＃ １ ， 外 線 ＃ ２ ， ・ ・ ・ と い っ た 外 線 ボ タ ン 名 を 読 み 出 し て 、 こ れ
ら を 外 線 ボ タ ン の デ ー タ （ 外 線 ボ タ ン に 対 し て 予 め 付 与 さ れ た デ ー タ コ ー ド を 示 す ボ タ ン
デ ー タ ） と 対 に し て 、 充 電 台 １ に 送 信 す る 。 充 電 台 １ で は こ の 外 線 ボ タ ン 名 と 外 線 ボ タ ン
デ ー タ を 受 信 す る と 、 記 憶 部 １ ５ に 記 憶 し 、 か つ 充 電 台 １ の 各 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ を 、 受 信
し た 外 線 ボ タ ン デ ー タ で 示 さ れ る 無 線 電 話 機 ２ の 各 外 線 ボ タ ン に 対 応 さ せ る と と も に 、 こ
の 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ に 対 応 す る Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ の 領 域 に 、 対 応 の 外 線 ボ タ ン 名 を 表 示 す る 。
こ の よ う に し て 、 Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ の 領 域 に は 各 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ に 対 応 し て 、 外 線 ボ タ ン 名
が 例 え ば 図 ４ （ ａ ） に 示 さ れ る 、 外 線 ＃ １ ， 外 線 ＃ ２ ， ・ ・ ・ の よ う に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ こ で 、 充 電 台 １ の い ず れ か の 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ が 操 作 さ れ る と 、 充 電 台 １ で は 操 作 さ
れ た 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ に 対 応 し た 外 線 ボ タ ン の デ ー タ （ 無 線 電 話 機 ２ Ａ 側 か ら 受 信 し 記 憶
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部 １ ５ に 記 憶 さ れ て い る 外 線 ボ タ ン デ ー タ ） を 記 憶 部 １ ５ か ら 読 み 出 し て 無 線 電 話 機 ２ Ａ
へ 送 信 す る 。 無 線 電 話 機 ２ Ａ で は こ の 外 線 ボ タ ン デ ー タ を 受 信 す る と 、 自 身 の 該 当 外 線 ボ
タ ン が 操 作 さ れ た 場 合 と 同 様 の 動 作 を 行 う 。 す な わ ち 、 無 線 電 話 機 ２ Ａ は 、 こ の 外 線 ボ タ
ン デ ー タ を 受 信 す る と 主 装 置 ４ に 送 信 す る 。 主 装 置 ４ は こ の 外 線 ボ タ ン デ ー タ を 受 信 す る
と こ の 受 信 デ ー タ に 応 じ た 外 線 を 捕 捉 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 一 方 、 無 線 基 地 局 ５ に 接 続 可 能 な 無 線 電 話 機 ２ Ｂ の 操 作 部 ２ ４ に は 、 前 述 し た よ う に 電
話 帳 内 の 発 信 相 手 先 を 選 択 す る た め の 各 機 能 ボ タ ン が 設 け ら れ 、 無 線 電 話 機 ２ Ｂ の メ モ リ
２ ２ 内 の 電 話 帳 に は 、 こ う し た 各 機 能 ボ タ ン に 対 応 し て 、 そ の ボ タ ン に 割 り 付 け ら れ た 機
能 を 表 す デ ー タ で あ る 発 信 相 手 先 名 と そ の 電 話 番 号 が 対 に 登 録 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ う し た 、 無 線 電 話 機 ２ Ｂ が 充 電 台 １ に 載 置 さ れ る と 、 同 様 に 充 電 台 １ か ら 充 電 が 行 わ
れ る と と も に 、 こ の と き 無 線 電 話 機 ２ Ｂ の 制 御 部 ２ １ は メ モ リ ２ ２ か ら 、 各 機 能 ボ タ ン に
そ れ ぞ れ 割 り 付 け ら れ て 登 録 さ れ て い る 発 信 相 手 先 名 と そ の 電 話 番 号 と か ら な る 電 話 帳 デ
ー タ を 読 み 出 し 、 機 能 ボ タ ン の デ ー タ （ 機 能 ボ タ ン に 対 し て 予 め 付 与 さ れ た デ ー タ コ ー ド
を 示 す ボ タ ン デ ー タ ） と 対 に し て 充 電 台 １ に 送 信 す る 。 充 電 台 １ の 制 御 部 １ ３ は こ の 電 話
帳 デ ー タ 及 び 各 機 能 ボ タ ン デ ー タ を 受 信 す る と 、 記 憶 部 １ ５ に 記 憶 し 、 か つ 充 電 台 １ の 各
機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ を 、 受 信 し た 各 機 能 ボ タ ン デ ー タ で 示 さ れ る 無 線 電 話 機 ２ Ｂ の 各 機 能 ボ
タ ン に 対 応 さ せ る と と も に 、 こ の 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ に 対 応 す る Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ の 領 域 に 、 対
応 の 発 信 相 手 先 名 を 表 示 す る 。 こ の よ う に し て 、 Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ の 領 域 に は 各 機 能 ボ タ ン １
７ Ａ に 対 応 し て 、 発 信 相 手 先 名 が ア イ ウ エ オ 順 に 、 例 え ば 図 ４ （ ｂ ） に 示 さ れ る 、 ａ ｂ ｃ
， ｃ ｄ ｅ ， ｅ ｆ ｇ ， ・ ・ ・ の よ う に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ こ で 、 充 電 台 １ の い ず れ か の 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ が 操 作 さ れ る と 、 充 電 台 １ の 制 御 部 １
３ は 操 作 さ れ た 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ に 対 応 し た 機 能 ボ タ ン デ ー タ （ 無 線 電 話 機 ２ Ｂ 側 か ら 受
信 し 記 憶 部 １ ５ に 記 憶 さ れ て い る 機 能 ボ タ ン デ ー タ ） を 記 憶 部 １ ５ か ら 読 み 出 し て 無 線 電
話 機 ２ へ 送 信 す る 。 無 線 電 話 機 ２ Ｂ の 制 御 部 ２ １ は 、 こ の 機 能 ボ タ ン デ ー タ を 受 信 す る と
、 自 身 の 該 当 機 能 ボ タ ン が 操 作 さ れ た と き と 同 様 の 動 作 を 行 う 。 す な わ ち 、 無 線 電 話 機 ２
Ｂ の 制 御 部 ２ １ は 、 自 身 の 電 話 帳 か ら こ の 受 信 し た 機 能 ボ タ ン デ ー タ に 対 応 す る 電 話 番 号
を 読 み 出 す 。 そ し て 、 無 線 電 話 機 ２ Ｂ が 充 電 台 １ か ら 取 り 上 げ ら れ そ の オ フ フ ッ ク 操 作 が
行 わ れ る と 、 無 線 電 話 機 ２ Ｂ の 制 御 部 ２ １ は こ れ を 検 出 し 、 電 話 帳 か ら 読 み 出 し た 前 記 電
話 番 号 を 無 線 部 ２ ５ に 送 っ て ア ン テ ナ ２ ６ か ら 電 波 信 号 と し て 送 信 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 無 線 電 話 機 ２ が 充 電 台 １ に 載 置 さ れ た 状 態 で 充 電 台 １ の ダ イ ヤ ル ボ タ ン １ ７ Ｂ が
操 作 さ れ る と 、 操 作 さ れ た そ の ダ イ ヤ ル ボ タ ン の デ ー タ が 無 線 電 話 機 ２ 側 へ 送 信 さ れ 、 こ
の と き 、 無 線 電 話 機 ２ の オ フ フ ッ ク キ ー が 操 作 さ れ る と 、 無 線 電 話 機 ２ は 、 充 電 台 １ か ら
受 信 し た ダ イ ヤ ル ボ タ ン デ ー タ に 応 じ た ダ イ ヤ ル 番 号 の 発 信 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 無 線 電 話 機 ２ が 充 電 台 １ に 載 置 さ れ た 状 態 で こ の 無 線 電 話 機 ２ に 着 信 が 到 来 す る
と 、 そ の 着 信 情 報 は 充 電 台 １ 側 に 伝 達 さ れ 、 こ の 場 合 、 充 電 台 １ は Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ Ｂ を 着 信 表
示 （ 点 滅 表 示 ） す る と と も に 、 前 記 着 信 情 報 に 含 ま れ る 着 信 相 手 先 が 自 身 の 記 憶 部 １ ５ に
登 録 さ れ て い る 場 合 は 、 そ の 着 信 相 手 先 の 詳 細 情 報 を 、 Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ に 、 図 ４ （ ｃ ） の よ
う に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 充 電 台 １ と 無 線 電 話 機 ２ と の 間 を 接 続 す る 場 合 、 接 続 手 段 で
あ る 電 話 機 Ｉ ／ Ｆ 部 １ ４ 及 び 通 信 Ｉ ／ Ｆ 部 ３ ０ に よ り 接 続 す る と と も に 、 こ の 接 続 手 段 を
介 し て 充 電 台 １ と 無 線 電 話 機 ２ と の 間 で 通 信 を 行 っ て い る が 、 充 電 台 １ と 無 線 電 話 機 ２ と
の 間 を 無 線 接 続 手 段 に よ り 接 続 し 、 充 電 台 １ と 無 線 電 話 機 ２ と の 間 で 無 線 に よ り 通 信 さ せ
る よ う に し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 無 線 端 末 シ ス テ ム を 構 成 す る 充 電 台 の ブ ロ ッ ク 図 （ 図 １ （ ａ ） ） 及
び 無 線 電 話 機 の ブ ロ ッ ク 図 （ 図 １ （ ｂ ） ） で あ る 。
【 図 ２ 】 上 記 無 線 電 話 機 が ボ タ ン 電 話 機 の 主 装 置 に 子 機 と し て 接 続 さ れ る 例 （ 図 ２ （ ａ ）
） 、 及 び 、 無 線 基 地 局 に 接 続 さ れ る 例 （ 図 ２ （ ｂ ） ） を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 充 電 台 の 機 能 ボ タ ン と 、 そ の 機 能 ボ タ ン に 割 り 付 け ら れ た 機 能 デ ー タ の 表 示 状 況
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 充 電 台 の 機 能 ボ タ ン と 、 そ の 機 能 ボ タ ン に 割 り 付 け ら れ た 機 能 デ ー タ の 表 示 状 況
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 無 線 端 末 シ ス テ ム の 要 部 動 作 を 示 す シ ー ケ ン ス 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 １ … 充 電 台 、 ２ ， ２ Ａ ， ２ Ｂ … 無 線 電 話 機 、 ３ 1 ～ ３ n … ボ タ ン 電 話 機 、 ４ … 主 装 置 、 ５
… 基 地 局 、 ６ … 無 線 交 換 網 、 １ ３ ， ２ １ … 制 御 部 、 １ ４ … 電 話 機 Ｉ ／ Ｆ 部 、 １ ５ … 記 憶 部
、 １ ６ ， ２ ３ … 表 示 部 、 １ ６ Ａ … Ｌ Ｃ Ｄ 、 １ ６ Ｂ … Ｌ Ｅ Ｄ 、 １ ７ ， ２ ４ … 操 作 部 、 １ ７ Ａ
… 機 能 ボ タ ン 、 １ ７ Ｂ … ダ イ ヤ ル ボ タ ン 、 ２ ２ … メ モ リ 、 ３ ０ … 通 信 Ｉ ／ Ｆ 部 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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